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「ふるさと晴嵐」地域学習
9月より、今まで控えていた校外学習を開始 しました。

2日 に 4年生 (三田川探検)が、3日には 5年生 (工場

見学 :敷地の外からの見学)が地域学習に出かけました。

写真は、三田川の中流域 (水辺の楽校)を探検している

4年生の様子です。4年生の担任が下見に行つた際は、大

人の膝下あたりまで伸びていた雑草が、されいに刈り取ら

れていました。4年生が学習することを矢□つた地域の方疫

が、「子どもたちのために」とた<さん集まつて、されい

にして<ださったそうです。びう<りするとともに、感謝の気持ちでいつぱいになりました。

4年生の子どもたちは、日を輝かせて生きものを探していました。見つけたサワガニやカワニナ

(貝)を手のひらの上にのせ満足そうに見つめる子、ボランテイアでお越しいただいた「水辺の楽校の

先生」のお話を一生懸命聞いている子…。マスクをつけての、短時間の活動となりましたが、五感を

フル活用して体験したことは、きつと子どもたちの記憶にもしつかりと残ることだろうと思います。

この学習をとおして、子どもたち一人ひとりが三田川により愛着を

持ち、地域の一員として、「三田川を大切にしようとする意識 (思

い)」 を高めることができればと考えています。

「ふるさと晴嵐」に愛着や誇りを持ち、これからも「ふるさと晴

嵐」を大切にしようとする意識 (思い)を高めていけるよう、いろい

ろな制限がかかる中ですが、今年度もそれぞれの学年において地域学

習を充実させていきたいと考えています。

下校時の熱中症の予防について

9月も暑い日が続<ことが予想されます。以前からお伝えしているとおり、熱中症予防の観点か

ら、学校では、登下校時は人との距離をとり、会話を控えることで、「マスクをとつてもよい」とい

う指導をしています。再度おうちでも、十分に話をしてください。

また、その他の予防策として、特にこの時期、登下校時の荷物ができるだけ重<ならないように努

めています。こちらも以前からお伝えしておりますが、持ち帰る必要のない教科書等は学校に置いて

帰つたり、学年通信等で、学校への持参物をできるだけ早いうちに事前にお伝えしたりするなど工夫

しています。ご理解 0ご協力をお願いいたします。

<イ固 局」懇 言炎壬ミ:こ二=ル
■ヽ百〕>下のとおり個別懇談会を実施いたします。

す部学年通信でお知らせしておりました日程から変更になつています。よろし<お願いいたします。

11月 11日 (水 )・ 12日 (木 )・ 13日 (金)→ (正)1■ 月 11日 (水)・ 12日 (木 )。 16日 (月 )

面もご確認<ださし

<お知 らせ とお願い>
:者の皆様や地域の皆様に

向け、通知がまいりました。「感染者に対する差別やlFR見、誹謗中傷等を許さない

/ ということ」「学校における感染症対策と教育活動の両立に対する御理解と御協力

をお願いします」とう内容です。子どもたちにも同様に通矢Bが来ており、学校で指

導しております。ご確認いただき、ご理解・ご協力いただきますよう、何とぞよろ

し<お願し`申しあげます。



●

畿論文部利字奮

保護者や地域の客様へ

学校において、児童生徒等の学びを確保するための取組を進めることができておりますのは、保

護者や地域の皆様に感染症対策の取組に御理解と御協力を賜っているからであり、應より感謝

申し上げます。

しかし、このような取組を徹底しても学校や家庭、社会において感染するリスクをゼロにすることは

できません。誰もが感染する可能性があります。その上、新型コロナウイルス感染症には未だ解

明されていない点があり、ワクチンも開発中であることから、この感染症に対する不安をお持ちの

方が多いと思います。

私たちは、この感染症と、この感染症がもたらした社会の変化に対して、現時点での科学的な

知見や見解に基づいて、工しく向き合うことが必要です。私からは、保護者や地熟の皆様に次の

二点をお願いいたします。

第一に、感染者に対する差万1や偏見、誹謗中傷等を詐さないということです9

誰もが感染する可能性があるのですから、感染した児童生徒等や教職員、学校の対応を貴め

るのではなく、衛生管理を徹底し、更なる感染を防ぐことが大切です。

そして、自分が差,1等を行わないことだけでなく、「感染した個人や学校を特定して非難する」

「感染者と同じ職場の人や、医療従事者などの家族が感染しているのではないかと疑い恙口を

言う」など身の周りに差′1等につながる発言や行動があったときには、それに同調せずに、「そん

なことはやめよう」と声をあげていただきたい。人々の優しさはウイルスとの闘いの強い武器になりま

す。

感染を貴める雰囲気が広がると、医療機関での受診が遅れたり、感染を隠したりすることにもつ

ながりかねず、結局は地域での感染の拡大にもつながり得ます。その点からも差燿1等を防くごとは

必要なことです。

第二に、学校における感染症対策と教育活動の両立に対する御理解と御協力です。

感染症への対応が長期にわたることが想定される中、学校では、感染症対策を講じつつ学校

教育ならではの学びを入事にしながら教育活動を進め、子供たちの健やかな学びを最大限保障

するための取組を進めていただいているところです。また、大学についても、感染症対策の徹底

と、対面による授業の検討も含めた学修機会の確保の両立をお願いしております。

な時代を生きていく児童生徒等や学生が、ぬ要となる力を身に付けていく

聯畿隷わ教 育活動の継続ヽの御理解と御協 力をお願いいたします。

:ス1のみならず、感琴準,平しく対應するためには、最新の科学的な知見等を

そす:1政府として、分かりやすい広報に努めているところですが、保護者や地

そt斜学的な■1見等を―曰マの生活に生かしていただきたいと思います。

今わ二年入月

螂 科学大1臓■森年ロ


